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               審   査   の   要   旨 
 本研究では、バナナ果実輸入時の燻蒸処理法の一つとして注目される熱処理の果実に対する影響を明らか
にするため、熱気浴処理を用いた際の果実品質、特に果肉軟化への影響を生理生化学的・分子生物学的に検討
した。その結果、熱気浴処理が、追熟果実における呼吸活性、エチレン生成、PME、PG、PL活性の増加を著し
く抑制し、さらに、エチレン生合成酵素遺伝子、上記細胞壁分解酵素遺伝子、Exp遺伝子の発現増加を抑制・
遅延することを明らかにした。また、熱気浴処理がHSPsの発現を誘導することを明らかにした。これらのこと
は、熱気浴処理が、PLやエクスパンシンを含む細胞壁軟化関連遺伝子、エチレン生合成関連酵素遺伝子の発現、
細胞壁分解酵素活性に影響を与え、追熟を遅延させることを示すものであり、バナナ果実への熱気浴処理の影
響について新たな知見を与えるものである。これらの知見は、今後のバナナ果実の収穫後生理学において重要
であり、果実の保存輸送技術の開発につながるものであると評価される。 
平成29年6月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
